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（別紙１） 

 

バイオマス研究に関する意見交換の概要 

（平成２０年５月２０日（火）） 

 

会長 今回は長崎総合科学大学の坂井正康教授にお越しいただいている。坂井教

授から御講演をお願いする。 

講演者 （資料に沿って御講演） 

会長 今の御講演について委員の皆様から御質問等があればお願いする。 

Ａ委員 バイオマスの種類による違いはあるのか。また、メタノールの導入が進

んでいない理由は何か。 

講演者 種類を問わず、草本類、草木類であればほとんどが同じようなガスがで

きるが、糠や油等は使えない。また、原料の水分が多いと、出力が下がっ

てしまう。 

Ａ委員 いろいろなバイオマスが混合しても良いのか。 

講演者 空隙率が大きく比重が小さいものは供給量が不足するので、比重の大き

いものと混合してガス化することとなる。メタノールについては、平成に

入ってメタノール自動車が低公害車に認定された。その時代に当時自動車

公害に熱心であったある地方自治体でも、メタノール車は最も役立つ技術

であると期待をしていた。その後カリフォルニア州規制でガソリンにＭＴ

ＢＥを添加することになって、原料であるメタノール価格が一気に高騰し

てしまった。メタノールは主にトラックに使用し軽油を代替する予定だっ

たが、燃料代も２倍以上になり車両自体も受注生産であったため、全体と

してコスト高になってしまった。１３箇所あったメタノールスタンドも２

年位前には日本に１箇所になってしまった。しかし法律的には現在でも低

公害車として取り扱われている。 

また、改造が可能であるという利点もある。ある地方自治体では自ら作

った燃料を自ら利用することを検討している。 

Ｂ委員 原料としてさとうきびも使用可能なようだが、さとうきびからエタノー

ルとメタノールを作るのとどちらがより効率的なのか。 
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講演者 メタノール合成で使用しているさとうきびはバガス（搾りかす）である。

以前、ブラジルにある焼酎工場に行ったが、エタノールの生成に熱を結構使

うと聞いた。また、ガソリンに混合する場合にはエタノールの含水率を１％

以下にしなければならない中で、エタノールは分離も手間もかかるようだ。 

Ｂ委員 ガソリンに混ぜないで１００％の純度で使用する場合は問題ないという

ことか。 

講演者 そうである。 

会長 糖からエタノール、バガスからメタノールはどちらの方が効率が良いのか。 

講演者 糖からエタノールにする場合は糖質原料からの収率は高いが、外部から

のエネルギーがかなり必要となる。メタノールも効率の面で負けていないと

考えており、また、草や木でも何でも使えるという利点がある。 

Ｂ委員 メタノール合成のプラントの規模はどのくらい大きくできるのか。採算

はどのようなものか。 

講演者 年間約１０００トンの規模である。経済性については現在詰めていると

ころ。現在２００万トンの輸入メタノールは天然ガスから製造しており、天

然ガスの価格は原油価格と連動しているため、現在価格が高騰しており、相

対的にはバイオマスメタノールの経済性が向上している。 

Ｃ委員 原材料のバイオマスは粉体にしなければならないようだが、粉体するた

めのエネルギーは大きいのではないか。 

講演者 電気を使っており、かつてはミクロン単位の粉体としていたため、全体

の７～８％のエネルギーが必要であったが、現在は３ｍｍアンダーくらいの

粗さにしており、１％くらいのエネルギーで済む。 

Ｃ委員 さとうきびの糖質搾汁からエタノールにする場合にはバガスも燃料とし

て活用しており、システムとして完結しているという美しさがあるが、この

プラントはどうか。 

講演者 試算はしているが十分なアウトプットがでると考えている。 

会長 乾燥した原料から出発したと仮定して、メタノールを作るシステムのＬＣ

Ａはどのくらいか。 

講演者 大体１／３くらいであると考えている。 

Ｃ委員 粉体を乾燥させるエネルギーや広く薄く散らばっている原材料を収集す
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るコストもあるので、現実にはマイナスになるかもしれない。 

会長 現実的にはそうだが、システムはシステムとしてＬＣＡを評価する必要も

ある。 

講演者 １００のエネルギーから１００のエネルギーを作らないとダメだという

人もいるが、そうではなく、最終的には効率性の問題であると考えている。 

会長 ランニングする際に投入と産出が大事である。 

Ｃ委員 とてもうまいシステムだと思う。ただし、エタノールとの比較における

議論であるが、メタノール自体の毒性の問題とＯＨ基が多く金属類が錆び

るという問題があり、その点についてはどうか。 

講演者 ＯＨ基についてはエタノールにもメタノールにもありエタノールだから

金属類が錆びないということはなく、１００％の腐食対策を行えば問題は

ないと考えている。毒性については、この点でメタノールに規制があるの

は日本だけである。９９％以上の純度のメタノールにのみ規制がかかって

おり、純度が低ければ問題ない。 

Ｂ委員 茨城県内では４万１千キロワットのバイオマス発電施設が稼動してお

り、今度更に２万１千キロワットのものができるが、廃材を原料にしてい

る。原材料が不足する中で，廃材を全てバイオマス発電に使う方法とこの

方法ではどちらがよいのか。 

講演者 建築廃材等を集めている場合は、リサイクル業者では処分場としてお金をも

らっており、採算にあうのでそれはそれでよいと思う。このシステムは廃材で

はなく草木など資源作物を活かす方向で考えたい。 

Ｄ委員 システムとしてバイオマスを使って発電もするしメタノール合成もして

全体の効率がよくなってくると、原材料を集めるにしても、バイオマスを

どう作るかというのがＬＣＡ上も重要になってくる。 

会長 バイオエタノールについては２つの議論がある。１つ目は食料との競合の

点である。２つ目は石油業界の反対などである。メタンやメタノール、Ｃ

Ｏなどカーボンが１つのものを中間原料として、発電とか燃料電池など多

目的に利用するような未来型のシステムを考えるべきではないかというよ

うな意見をよく聞くが、その点についてはどうか。エネルギーシステム全

体を見て、バイオマスエネルギーがどうあるべきかという議論も今後深め
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て行きたいと考えている。 

    坂井教授は実用的な面に配慮した研究をされているが、このような中間

基幹物質として見たときにメタノールの将来性はどうか。 

講演者 バイオマスから水素を取り出して燃料電池に利用する案もあるが、純度

からみて適用できない。電気を使って電気分解をした方が良い。ベンツが

燃料電池でアメリカ４０００ｋｍ横断をしたが、あれはメタノールを車上

で分解して水素を作ったものである。種子島のロケット用でもメタノール

で運んでいって水素を取り出している。メタノールを基幹物質として水素

を作るというのは有望ではないかと思っている。 

   また、直接メタノール燃料電池（ＤＭＦＣ）の実用化が進んでおり、メー

カーと共同研究を進めている。 

会長  メタノールを基幹物質としてバイオマスの体系を作るのは有望ではない

かと考えている。農山村で色々なものをメタノール化して収集基地に集め、

全国的なネットワークでメタノールを動かすというような考え方もあるの

ではないか。 

    バイオマスについては、今後更に議論を深めていきたい。本日坂井教授

から頂いたご示唆を今後の施策に生かしていきたい。坂井教授ありがとう

ございました。 


